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論文内容の要旨
大阪盆地北部周辺の神戸平野および大阪平野の地下地質についてネオテクトニクスの視点から、反射法
地震探査断面を用いて地震探査層序区分を行い、この区分と岩層層序との関係について明らかにした。神
戸平野では、 MY.GS-K1. SAコアと地震波探査断面の十二間道路側線、都賀川側線、夙川側線、兵庫港
側線、生田川側線、石屋川側線、武庫川側線、小林側線について、大阪平野では地震波探査断面に伴う
OD-1， OD-2， YU 3組のコアについて調査した。地震波探査断面はNK側線、 OSKl側線、 OSK2側線で
ある。
その結果、神戸と大阪地域の地震波探査層序は、連続性のよい反射面がほとんど見られないselsmlc
zone Nと反射面の連続性が良いseismiczone Pの2つの主要なゾーンに区分することができた。また、
これらと岩層層序の対比からseismiczone Nは都島累層に、 Pは田中累層に相当することが明らかになっ
た。さらに、 Pゾーンは、神戸平野でのサブゾーンP1とP2に、大阪平野でのPa，Pb， Pcのサブゾーンに
区分できる。 Subseismiczone P1とPaはM仕 1"'Ma2海成粘土層層準に相当する。神戸平野では
subseismic zone P2はMa2--Ma12海成粘土層、大阪平野では subseismiczone Pb はMa2"'Ma7海成
粘土層、 PcはMa7--Ma12海成粘土層に相当する。
和田岬断層、摩耶断層、甲陽断層、西宮断層について地震探査断面中に断層鉛直方向の変位の解析を行っ
た。各断層の変位と年代の関係から変位速度を分析した結果、和田岬断層の変位速度は生田川側線で
0.1m/ka...石屋川側線で0.12m/ka、兵庫港側線で、0.26m/kaで、あった。また、摩耶断層の変位速度は生田
川側線で0.13m/ka...西宮断層の変位速度は夙川側線で0.08m/ka。甲陽断層の変位速度は武庫川側線で
0.01-0.02m/ka...小林側線で、0.05m/kaで、あった。
論文審査の結果の要旨
兵庫県南部地震以降、阪神地域では地下地質解明のための物理探査やボーリング掘削が実施されている。
また、このボーリングで得られたコアについては、近年、火山灰層の研究などから、その精密な層序が確
立されてきた。このような研究成果の上にたって、筆者は大阪平野北部で実施された反射法地震探査結果
を解析した。神戸での6側線と大阪における 3側線の反射法地震探査断面について、この側線付近で実施
されたボーリングの結果を対応させて地質断面を検討した。筆者はまず、大阪平野におけるボーリングの
うち、海成粘土層の同定を含む層序が詳しく判明しているOD-lボーリングコアなどを用いて、反射法探
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査断面における各反射面をそれぞれ海成粘土層の下面に対比した、そのうえで、この結果を大阪地下に拡
大して地質構造を明らかにした。さらにその延長として、神戸の反射断面を大阪の結果を参考にしつつボー
リング柱状図を駆使しながら地下地質構造を明らかにしていった。
このようにして得られた両地域の地下地質構造の比較から、筆者は同じ堆積盆の中で同じように堆積作
用が進行したことを示し、地震波探査層序が岩相層序区分とよく一致することが判明した。また、神戸地
域では反射断面の中に和田岬断層など4本の断層が確認されるO これらの断層は、先に同定した各海成粘
土層を分断しているところから、その変位量の変化を各海成粘土層の年代を挿入することによって推測す
ることができるo このようにして筆者は断層ごとの変位量変化を評価し、約100万年前に変動速度のピー
クがあったことを示した。和田岬断層の変位量は最大0.23m/1，000年であり、この地域での最大の変位量
を示したのは西宮断層で、夙川側線における0.34m/1，000年であった。
このように、本論文は精密な反射法地震探査解析に基づく地下地質構造の解明によって堆積盆の縁辺部
の地質構造や断層活動を明らかにする研究手法を提起することによって、第四紀層序学の分野での発展に
寄与する成果を得ており、博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
